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▲コロナ対策のため、マウスシールドをして公演をする
　劇団仲間の皆さん
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の
魅
力
を
感
じ
る

　
10
月
２
日
、
只
見
町
家
庭
劇
場
が
只
見

中
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
、
町
内
の
保
育

所
園
児
や
小
学
校
児
童
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
本
格
的
な
舞
台
芸
術
に
親
し

む
た
め
に
教
育
委
員
会
が
毎
年
開
催
し
て
い

る
も
の
で
、
今
年
は
東
京
都
か
ら
劇
団
「
仲

間
」
の
方
々
に
よ
り
「
給
食
番
長
」
が
公

演
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
演
は
、
番
長
を
筆
頭
に
早
く
遊
び
た

い
か
ら
と
給
食
を
食
べ
な
い
こ
ど
も
た
ち
と

給
食
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
が
繰
り
広
げ
る
物

語
で
、
鑑
賞
し
た
児
童
は
、「
頑
張
っ
て
作

っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
の
で
、
給
食
を
残
さ

な
い
よ
う
に
し
た
い
で
す
」
と
感
想
を
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
、
只
見
振
興
セ
ン
タ
ー
で

「
越
後
・
南
会
津
街
道
観
光
・
地
域
づ

く
り
円
卓
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
文
化
や
歴
史
の
繋
が
り
が

深
い
３
市
町
が
一
体
と
な
り
観
光
コ
ン
テ

ン
ツ
の
開
発
や
Ｐ
Ｒ
を
行
っ
て
い
く
た
め

に
、
３
市
町
の
統
一
的
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ

い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
田
桂
一
郎
さ
ん
は
、

「
目
の
前
、
足
元
に
目
が
行
き
が
ち
だ
が
、

中
長
期
的
な
こ
と
が
実
は
大
切
。
魅
力

あ
る
自
然
資
源
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。」

と
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
翌
日
10
月
１
日
は
、
円
卓
会
議
委
員

が
３
市
町
の
観
光
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に
向

け
て
、
只
見
町
内
の
各
施
設
の
視
察
を

行
い
ま
し
た
。

　「
合
同
会
社
ね
っ
か
」
と
「
目
黒
麹
店
」

で
は
、
製
造
・
販
売
に
至
る
ま
で
の
経

過
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
記
念
館
で

は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
角
田
行
雄

さ
ん
か
ら
、
八
十
里
越
の
歴
史
に
つ
い
て

解
説
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
で
只
見
町
の
魅
力
や
歴

史
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
今
後
の
会

議
に
活
か
さ
れ
る
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　
10
月
１
日
、
只
見
町
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
の
辞
令
交
付
式
が
役
場
で
行
わ

れ
、
渡
部
茂
さ
ん
（
只
見
）
に
菅
家
町
長

か
ら
辞
令
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
渡
部

さ
ん
は
再
任
と
な
り
、
任
期
は
令
和
２
年

10
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
９
月
30
日
ま
で

の
３
年
間
と
な
り
ま
す
。

　
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
同
委
員
会
は
、
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
た
事
項
に
関
す
る
不
服
の

審
査
・
決
定
を
す
る
た
め
の
中
立
的
な
機

関
で
、
３
名
以
上
の
委
員
で
構
成
さ
れ
ま

す
。
只
見
町
で
は
、舟
木
和
一
さ
ん
（
小
林
）

と
本
名
保
美
さ
ん
（
黒
谷
）
と
の
３
人
体

制
で
活
動
し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
10
月
３
日
、
只
見
町
の
自
然
や
農
村

で
の
生
活
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
移
住
・

定
住
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
只
見
町
移
住
体
験
ツ
ア
ー
」
が
１
泊

２
日
の
行
程
で
催
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
稲
の
手
刈
り
体
験
や
ト

マ
ト
ハ
ウ
ス
の
見
学
等
を
通
し
て
、
只
見

町
で
の
生
活
や
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、

ツ
ア
ー
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
終
了
後
に
は
、「
好
き
な
時

に
自
然
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が

素
晴
ら
し
く
、
只
見
町
へ
移
住
す
る
の

も
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
」
と
い
っ
た
声

も
あ
り
ま
し
た
。

▲只見振興センターで行われた円卓会議▲稲の手刈り体験をする参加者の皆さん
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子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

　
10
月
６
日
、
児
童
数
の
減
少
が
進
む

町
内
３
小
学
校
の
今
後
の
在
り
方
に
つ

い
て
町
へ
意
見
を
提
出
す
る
た
め
に
、

第
２
次
町
立
小
学
校
在
り
方
検
討
懇

談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
第
１
回
目
と
な
る
今
回
は
、
現
状
の

確
認
と
保
育
所
か
ら
中
学
校
ま
で
の
保

護
者
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
確
認
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
先
生
等
の
現
場
の
声
や
保
護

者
か
ら
の
具
体
的
な
報
告
・
意
見
、
通

学
時
間
等
の
デ
ー
タ
か
ら
、
将
来
予
想

さ
れ
る
小
学
校
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
が
す
す
め
ら
れ
、
来
年
度
に
意
見
提

案
が
さ
れ
る
予
定
で
す
。

▲委員は、各小学校のPTA会長や保育所の
　保護者会長等で構成されています。
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期
待
さ
れ
る
道
の
駅
を
目
指
し
て

　
10
月
８
日
、
道
の
駅
基
本
計
画
策
定

に
係
る
課
題
解
決
に
向
け
た
道
の
駅
検

討
委
員
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議

が
行
わ
れ
、「
ど
の
よ
う
な
道
の
駅
で
あ

れ
ば
使
い
や
す
い
か
」、「
周
辺
の
住
宅

等
へ
の
騒
音
対
策
は
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
良
い
か
」、「
夜
間
利
用
対
策
に
つ
い

て
」
等
が
議
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
道
の
駅
は
、
国
道
2
8
9
号

と
国
道
2
5
2
号
の
結
節
点
で
交
通
量

が
多
く
見
込
め
る
只
見
駅
周
辺
に
建
設

す
る
方
向
で
進
め
て
お
り
、「
J
R
只
見

駅
と
の
連
携
」
や
「
道
の
駅
の
利
用
客

が
道
の
駅
以
外
の
町
内
施
設
等
も
利
用

す
る
よ
う
な
取
組
み
」
等
も
求
め
ら
れ▲活発な意見交換の場となりました。

▲施設配置は、土地の縮小図上で検討
　が進められました。

▲グループの意見を発表する検討委員

▲角田さんの解説で八十里越の歴史を学ぶ委員の皆さん

▲辞令書を受取った渡部さん（左）と菅家町長（右）

て
お
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
道
の
駅
内

施
設
の
配
置
（
ト
イ
レ
の
位
置
、
駐
車

場
の
出
入
口
等
）
に
つ
い
て
も
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会

議
で
提
案
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
意

見
を
集
約
し
、
計
画
策
定
に
向
け
て
更

な
る
検
討
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
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予
定
で
す
。

▲委員は、各小学校のPTA会長や保育所の
　保護者会長等で構成されています。

道
の
駅
検
討
委
員
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議

道
の
駅
検
討
委
員
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議

期
待
さ
れ
る
道
の
駅
を
目
指
し
て

　
10
月
８
日
、
道
の
駅
基
本
計
画
策
定

に
係
る
課
題
解
決
に
向
け
た
道
の
駅
検

討
委
員
会
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議

が
行
わ
れ
、「
ど
の
よ
う
な
道
の
駅
で
あ

れ
ば
使
い
や
す
い
か
」、「
周
辺
の
住
宅

等
へ
の
騒
音
対
策
は
ど
の
よ
う
に
し
た

ら
良
い
か
」、「
夜
間
利
用
対
策
に
つ
い

て
」
等
が
議
題
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、
道
の
駅
は
、
国
道
2
8
9
号

と
国
道
2
5
2
号
の
結
節
点
で
交
通
量

が
多
く
見
込
め
る
只
見
駅
周
辺
に
建
設

す
る
方
向
で
進
め
て
お
り
、「
J
R
只
見

駅
と
の
連
携
」
や
「
道
の
駅
の
利
用
客

が
道
の
駅
以
外
の
町
内
施
設
等
も
利
用

す
る
よ
う
な
取
組
み
」
等
も
求
め
ら
れ▲活発な意見交換の場となりました。

▲施設配置は、土地の縮小図上で検討
　が進められました。

▲グループの意見を発表する検討委員

▲角田さんの解説で八十里越の歴史を学ぶ委員の皆さん

▲辞令書を受取った渡部さん（左）と菅家町長（右）

て
お
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
道
の
駅
内

施
設
の
配
置
（
ト
イ
レ
の
位
置
、
駐
車

場
の
出
入
口
等
）
に
つ
い
て
も
議
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
会

議
で
提
案
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
、
意

見
を
集
約
し
、
計
画
策
定
に
向
け
て
更

な
る
検
討
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
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只見町特別給付金の
お知らせ

　只見町では新型コロナウイルス感染症による町民生活への影響に対処することを目的として、簡
素な仕組みで迅速かつ的確に家計への支援を行う「只見町特別給付金事業」を実施しています。申
請書に関する詳細は以下の通りです。
　なお、申請書提出にあたり、不備があった場合、確認作業により給付に遅れが生じますので、提出
前の記載内容等のチェック実施にご理解とご協力をお願いいたします。

給付対象及び受給権者

給付申請受付期間

給付時期

給付申請書の配布及び給付方法

給付額

①給付対象者は、基準日（令和２年９月１４日）において、只見町の住民基本台帳に記録されて
　いる者となります。
②受給権者は、その者の属する世帯の世帯主となります。

給付対象者一人につき３万円

令和２年１０月１９日（月）から令和３年１月１９日（火）
（給付申請受付開始日から３か月以内となります。）

（１）申請書の配布
　　住民基本台帳に基づき、各世帯に対して案内文書及び申請書を郵送します。案内文書及び
　申請書は、１０月１７日（土）以降に対象世帯へ郵送されています。

（２）申請方法及び給付について
　　次ページの「申請から給付までの流れ」を参照ください。

原則毎週金曜日までに申請書類を審査し、翌週金曜日に受給権者へ給付します。

給付金のサギ（詐欺）に注意！
・只見町が、以下を行うことは、絶対にありません。
　×　現金自動預払機（ATM）の操作をお願いすること
　×　只見町特別給付金の給付のために、手数料の振込みを求めること
　×　メールを送り、ＵＲＬをクリックして申請手続きを求めること
・怪しいと思った際は、駐在所または町窓口に相談ください。

① 町から申請・受給者（世帯主のかた）あてに申請書などを郵送しています。

② 申請方法を選び、必要書類を用意してください。

③ 只見町で申請書を確認し、給付いたします。

次の書類が対象世帯宛てに１０月１７日（土）に郵送されています。
　・只見町特別給付金に関する通知文　　・只見町特別給付金申請書
　・只見町特別給付金申請書の記載例　　・只見町役場総務課宛て返信用封筒

　只見町は受付した申請書の確認を行った後、給付金振込通知を申請・受給者へ送
付します。その後、一括して指定受取口座に特別給付金が振り込まれます。
　給付金の給付は、原則世帯主または代理人本人名義の金融機関口座へ振込とな
ります。
　但し金融機関口座がない等、真にやむを得ない場合に限り、窓口での給付を行い
ます。

　なお、いずれの申請方法の場合も、只見町において令和２年５月～８月の国の特
別定額給付金申請を行った際と受給権者（その者の属する世帯の世帯主）及び支払
い口座が同様の場合、添付書類が不要となります。
　詳しくは申請書と併せて送付しております記載例をご確認ください。

　只見町から受給権者（その者の属する世帯の世帯主）宛てに郵送した申請書に必
要事項を記入し、同封した返信用封筒を使用し、只見町役場に郵送してください。

・郵送申請方式

　申請書に必要事項を記入のうえ、以下の窓口に提出してください。申請窓口は以下
のとおりとし、受付は開庁時間（平日午前８時30分～午後５時15分）での対応となり
ます。なお、金融機関口座をお持ちでない場合、窓口での申請となります。
　　①役場町下庁舎・総務課　　　④只見振興センター
　　②役場駅前庁舎・町民生活課　⑤朝日振興センター
　　③保健福祉課　　　　　　　　⑥明和振興センター

・窓口申請方式

只見町特別給付金に関するお問い合わせ先
只見町新型コロナウイルス対策本部（総務課）
☎８２－５２１０（只見町役場町下庁舎 ２階）
受付時間　平日午前９時～午後５時

申請から給付までの流れ
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